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Ｇ 株式会社学研教育みらい 学 研 

Ｈ 廣済堂あかつき株式会社 廣あかつき 

 
 



選 定 に 必 要 な 資 料      （種目名 特別の教科道徳）           Ｎｏ１ 

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 
(3) 興味・関心を高める工

夫 

(4)教科の特性，県の 

 実態や課題への適合等 

(5) 各教科等及び実生

活との関連についての

工夫 

(6)その他 

Ａ 
 

・巻頭には道徳の学習
の進め方や話し合いの
約束、みんなで考える
ことのよさなどが丁寧
に説明されており、年
度初めの道徳開きに活
用することができる。 
・低学年では挿絵を主
とした短い文章の教材
を多くし、高学年では
読み応えのある長文の
読み物教材を掲載する
など、学年に応じて分
量が工夫され、登場人
物の心情に迫ることが
できるよう配慮されて
いる。 

・全学年に「出会う・
ふれ合う」ページが配
置されており、他者と
のコミュニケーション
を通してねらいとする
道徳的価値に迫ること
ができるよう工夫され
ている。 
・問題解決的な学習に
よって議論しながら考
えを深められるよう「
問題を見つけて考える
」ための教材を配置し
ている。 

・６年「愛華さんから
のメッセージ」は、島
根県の小学生だった愛
華さんの書いた本が教
材化してあり、身近な
存在として興味関心を
もって学習に向かうこ
とができる。 

・中学年で１教材、高
学年で２教材に「考え
るステップ」の欄を設
け、話し合いの手引き
として問題解決的な学
習ができるよう工夫し
てある。 
・巻末「郷土の発展に
尽くした人たちや郷土
の作家たち」では、小
泉八雲記念館を作った
根岸磐井が紹介されて
いる。 

・低学年では巻末にま
とめて家庭や学校生活
に関連する教材が扱わ
れ、中高学年では「つ
ながる・広がる」とい
った他教科や地域活動
関連ページが設けてあ
る。 

・授業ごとの振り
返りと、年間３回
の振り返り欄を設
け、児童の１年間
の変化を見取るこ
とができるように
工夫されている。
・いじめ問題の扱
いは、直接的、間
接的な指導が可能
な２教材を連続し
て学習するように
全学年ともなって
おり、より学習効
果を高めることが
できるよう配慮さ
れている。 

・低学年では巻末にま
とめて家庭や学校生活
に関連する教材が扱わ
れ、中高学年では「つ
ながる・広がる」とい
う他教科や地域活動関
連ページを設けている
点が工夫されている。 
・いじめ問題の扱いは
、直接的・間接的な指
導が可能な２教材を連
続して学習するように
全学年ともなっており
、より学習効果を高め
ることができるよう配
慮されている。 

Ｂ 
 

・多くの教材が見開き
４ページに収められて
おり、内容を把握しや
すくなっている。 
・各教材に内容項目を
明示し、学びの焦点化
を図ることができるよ
う配慮されている。 

・教材の一番初めにキ
ーワードとして内容項
目が示されており、何
について学ぶかが明確
に伝わるよう工夫され
ている。 
・巻末に「道徳の学習
をふり返ろう」ページ
があり、１年間の学習
内容を見通すことがで
きるよう工夫されてい
る。 

・全体的に挿絵や写真
が大きく掲載されてお
り興味関心をもって学
習できるよう工夫して
ある。 
・難しい漢字をルビ付
きの言葉で書くことに
よってわかりやすくし
、読み物の世界にすぐ
に入ることができるよ
う工夫している。 

・４年「心を結ぶ１本
のロープ」、６年「お
ばあさんの新聞」など
、島根県に縁のある人
物や出来事を取り上げ
られている。 
・６年「命をつなげ！
ドクターヘリ」は、本
県にとって、なくては
ならない重要な救急医
療を取り上げ、生命尊
重の意識を高められる
よう工夫されている。 
 

・「活動」の冊子では
、問題解決的な学習、
体験的な学習などの多
様な学習活動を通して
自ら考えたり対話した
りできるよう工夫され
ている。また、「保護
者の方へ」として道徳
教育でめざす方向を示
したり、保護者記入欄
を設けたりして、学校
での学習を家庭と共有
するための配慮もなさ
れている。 

・学年に応じて、
情報モラルに関す
る様々な生活場面
が読み物やコラム
として取り上げら
れており、情報の
受け手または発信
者としての心構え
が養えるように配
慮されている。 

・全体的に挿絵や写真
が大きく掲載されてお
り興味関心をもって学
習できるよう工夫して
いる。また、「活動」
の冊子では、問題解決
的な学習、体験的な学
習などの多様な学習活
動を通して自ら考えた
り対話したりできるよ
う工夫されている。 
 



選 定 に 必 要 な 資 料      （種目名 特別の教科道徳）           Ｎｏ２ 

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 
(3) 興味・関心を高める工

夫 

(4)教科の特性，県の 

 実態や課題への適合等 

(5) 各教科等及び実生

活との関連についての

工夫 

(6)その他 

Ｃ 
 

・学年ごとに補充教材
があり、各学校の教育
活動の実態に合わせて
活用することにより他
教科との関連の中でよ
り深い学びができるよ
うにしてある。 

・内容項目ごとに教材
がまとめて配置してあ
り、関連づけて考える
ことができるようにし
てある。また「導入」
部分の配置により、学
習のねらいを明確に把
握し、問題解決的な学
習展開ができるように
なっている。 
 

・各学年の巻頭に「道
徳開き」のページ、巻
末には学習をふり返る
ページが配置してあり
、１年間を見通し自ら
の成長や変容を感じ取
り、次の学年につなげ
る工夫がしてある。家
庭との連携も図れるよ
うになっている。 
・紙芝居風のイラスト
や刺繍、フェルト人形
など、ビジュアル面が
充実しており、児童が
興味をもって教材に向
かえるよう工夫してあ
る。 

・１・２年の巻末には
「みにつけよう れい
ぎ・マナー」のページ
が設けられており、低
学年のうちから身につ
けておきたいふるまい
について紹介されてい
る。 
・５年「くじけずに努
力する」では、様々な
職業人を紹介する教材
を多く掲載しており、
島根県が進めるキャリ
ア教育の視点からも充
実した学習が期待でき
る。 

・「ジャンプ」のコー
ナーでは、課題解決に
向けたロールプレイや
考察などができるよう
になっており、学習し
たことを実生活でも生
かすことができるよう
工夫されている。 
・全学年に「やってみ
よう」というモラルス
キルトレーニングに関
する教材が配置してあ
り、実体験を通して理
解し行動化が図れるよ
う配慮されている。 

・２年以上の全学
年を通じ、多くの
偉人を取り上げて
それぞれの偉人の
生き方や考え方に
触れられるように
なっている。 

・内容項目ごとに教材
がまとめて配置してあ
り、関連づけて考える
ことができるようにし
てある。また「導入」
の配置により、学習の
ねらいを明確に把握し
、問題解決的な学習展
開ができるよう工夫さ
れている。 
・全学年に「やってみ
よう」というモラルス
キルトレーニングに関
する教材が配置してあ
り、実体験を通して理
解し行動化が図れるよ
う配慮されている。 

Ｄ 
 

・現代的な課題に関わ
る内容項目について、
読み物とコラムを合わ
せて学習することによ
って、より多面的に考
えを広げられるように
なっている点が特に優
れている。 
・３年以上の「なんだ
ろう なんだろう」は
、複数の道徳的価値が
含まれており、児童の
多様な考えを引き出す
ことができるよう工夫
されている。 

・１年間を４つの「学
習のまとまり」に分け
、それぞれの視点の重
点化を図っており、学
校生活の実態と、それ
に伴う児童の成長を考
慮して効果的に指導で
きる点が優れている。 
・教材文の後にある「
考えよう」では、課題
を設定したり、考えを
深めたり、価値を一般
化したりする問いを設
定しており、道徳的価
値を深め自分の生活と
結びやすい構成になっ
ている。 

・発達段階を考慮し、
迫力ある写真や漫画形
式、見開きの１枚絵、
複数の資料を併用して
考えられるものなどを
印象的に掲載して、児
童の興味・関心をひく
工夫をしている点が特
に優れている。 
・導入では、キャラク
ターの呼びかけにより
、児童が教材に興味を
もち、主体的に関われ
るよう工夫されている
。 
・表紙に現代風なアニ
メ画を用いて親しみを
感じさせるよう工夫さ
れている。 

・１年「ありがとうが
いっぱい」４年「土曜
日の学校」など、島根
県が取り組んでいるふ
るまい推進事業と関わ
りのある内容が扱われ
ている。 
・２年「およげないり
すさん」５年「あいさ
つって」など、演じた
り話し合ったりする活
動を通して、児童が切
実さをもって考えが深
められるよう工夫され
ている。 

・２年以上の学習の手
引きには「つなげよう
」が設けられており、
他教科や特別活動、学
校行事との関連が図ら
れるよう配慮されてい
る。 
・裏表紙に保護者に向
けてメッセージが書か
れてあったり、巻末に
他教科等との関連が示
されたりしており、各
学校の実態に合わせて
計画が立てやすい点で
優れている。 
 

・各学年に「学び
の記録」を記入す
るページを設定し
、定期的に自己の
成長とふり返りを
確かめることがで
きるように工夫さ
れている。低学年
においては、記述
式ではなくマーク
を塗りつぶす表現
方法になっている
点に配慮を感じる
。 
 

・１年間を４つの学習
のまとまりに分け、視
点の重点化を図ってい
る点、また、学びの深
まりとつながりを意識
した内容項目の配列が
工夫されている点が優
れている。 
・現代的な課題に関わ
る内容項目については
、複数の教材とコラム
を組み合わせたユニッ
トを設け、子ども達が
現代的な課題にふれ、
物事を多面的・多角的
に考えることができる
よう配慮されている点
が優れている。 



選 定 に 必 要 な 資 料      （種目名 特別の教科道徳）           Ｎｏ３ 

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 
(3) 興味・関心を高める工

夫 

(4)教科の特性，県の 

 実態や課題への適合等 

(5) 各教科等及び実生

活との関連についての

工夫 

(6)その他 

Ｅ 
 

・主題名を最初に明示
することによって考え
させたい道徳的価値へ
の方向付けをする工夫
がなされている。 
・「学習の手引き」が
示されている教材が６
つあり、具体的な話し
合い活動の展開例が写
真や吹き出し付きで掲
載されており問題解決
的な学習が進めやすく
なるよう工夫されてい
る。 

・情報、いじめ、環境
、生命など重点的に指
導すべき内容について
は「心のベンチ」のペ
ージを設け、より具体
的な資料を提示するこ
とで、より深くより多
角的に考えられるよう
に工夫されている。中
でも、いじめに関する
資料の内容は直接的で
あり、かつ児童にとっ
て身近に起こりうる状
況であるため、児童が
自分事として考えられ
るよう工夫されている
。 

・写真やイラストを見
開きページにして迫力
ある紙面構成にするこ
とによって児童の興味
関心を高めている工夫
がなされている。 
・読み物教材に登場す
る人物やあらすじが紹
介されており、内容の
把握がしやすいよう工
夫されている。 

・４年「いじりといじ
め」３年「ぼくのボー
ルだ」などのように、
問題解決となる結末ま
で示していない教材が
あり、問題解決に向け
て考えたり議論したり
することができるよう
工夫されている。 
・５年「和太鼓調べ」
等、地域で古くから大
切にされてきた文化や
伝統を大切にしていこ
うとする心情を育てる
ことのできる教材が取
り上げられている。 

・５年「いつもの避難
訓練」「通学路」など
の教材は児童が実生活
と結びつけて考えるこ
とができるよう工夫さ
れている。 
・５年「美しい夢」６
年「税金ってだれのた
め？」「地球を一周歩
いた男」などのように
、高学年では社会科学
習と関連づけて学習す
ることができる内容が
数多くある。 

・別冊「道徳ノー
ト」には、教材ご
とに自分の考えだ
けでなく、友達の
考えや授業のまと
めなどを書くこと
ができるようにな
っており、充実し
た言語活動を図る
ことができるよう
工夫されている。 

・「心のベンチ」のペ
ージを設け、より具体
的な資料を提示するこ
とで、より深くより多
角的に考えられるよう
に工夫されている。 
・読み物教材に登場す
る人物やあらすじが紹
介されており、内容の
把握がしやすい工夫が
されている。 
 

Ｆ 
 

・各学年３５点（１年
３４点）の教材のほか
、付録として５～６点
、計４０点の教材が収
めてられており、児童
や学校、地域の実態に
応じて選択できるよう
に配慮されている。 
・１～３年では、全て
の漢字に読み仮名があ
り、ユニバーサルデザ
インの教科書になって
いる。文字の大きさも
適当で読みやすく工夫
されている。 

・各学年に「重点主題
」が設定してあり、連
続した資料配置によっ
て集中して学習が進め
られるように配慮され
ている点において優れ
ている。 
・「生命の尊重」は、
全学年とも重点主題で
あり４点ずつ資料が掲
載されている。系統的
に「生命の尊重」につ
いて繰り返し学習する
ことで考えを深めたり
広げたりすることがで
きる点において特に優
れている。 

・児童に親しみのある
漫画をもとに、考える
教材を取り入れ、児童
の意欲を喚起するよう
に工夫されている。 
・児童に寄り添うよう
なキャラクターを設定
し、各教材の下部で吹
き出しによって「投げ
かけ」を行うことで、
多様な感じ方や考え方
気付いたり、考えを広
げたりできる点で優れ
ている。 

・情報モラルについて
の資料が各学年に設定
され、低学年ではＰＣ
を使うマナーについて
、中学年では更に注意
点や危険性といった内
容について系統的に学
習できるよう配慮され
ている。 
・５年「シンボルマー
クにこめられたものは
」では、例として島根
県の県章が取り上げら
れており、直接的に郷
土愛を展開することが
期待できる。 

・学習のまとめとして
、実生活でも挨拶や言
葉遣いなど具体的な行
為を行うよう提案し、
そのよさや難しさなど
を体験するように工夫
している。 
・家庭や地域の人たち
との関わりをもたせた
活動を提示し、学習し
たことが児童の日常生
活へつながるよう配慮
されている。 

・各学年のはじめ
にオリエンテーシ
ョンとして、道徳
の時間の学習の流
れと学んだ道徳的
価値を実生活につ
なげていくこと投
げかけており、そ
れを一本の道筋で
分かりやすく表現
してあり、道徳学
習の意義がとらえ
やすくなるよう工
夫されている。 

・全体として教材を他
社より多く掲載し、各
学校の実態に合わせて
教材を選び出すことが
できる点で、特に優れ
ている。 
・各教材に「問いをも
つ」「考える」「まと
める」「広げる」が示
されており、児童が見
通しをもって学習を進
めたり、考えの深まり
や心の変容を実感した
りすることができるよ
う工夫されている点に
おいて特に優れている
。 



選 定 に 必 要 な 資 料      （種目名 特別の教科道徳）           Ｎｏ４ 

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点  

総   括 

(1) 内容，程度，分量等 (2)題材の選択や構成等 
(3) 興味・関心を高める工

夫 

(4)教科の特性，県の 

 実態や課題への適合等 

(5) 各教科等及び実生

活との関連についての

工夫 

(6)その他 

Ｇ 
 

・学年間の取り上げら
れている内容項目の数
のバランスが取れてい
る。（「善悪の判断」
「親切，思いやり」「
生命の尊さ」は、各学
年3時間ずつ配置） 
・いのちの教育と学年
ごとに設定した重点テ
ーマとを複数の内容項
目で連続して扱うこと
で考えを深めていける
よう工夫されている。 
 

・自ら課題を見つける
力を重視するため、主
題名を記載していない
。 
・教材文の続きに「つ
なげよう」「広げよう
」「深めよう」「やっ
てみよう」のページが
あり、自分自身のこと
としてとらえさせたり
多面的に考えさせたり
考える視点を増やした
りできるように工夫さ
れている。 
 

・Ａ４判の大きさを生
かし、見開きいっぱい
の写真、アニメーショ
ン的な挿絵、レイアウ
トなど児童の意欲を喚
起するよう工夫されて
いる。 
・６年「会話のゆくえ
」では、実際のスマホ
画面のような書き方に
なっているため、より
現実味があり、実感を
もって考えることがで
きる。 

・いじめ関連の資料が
各学年５～８点あり、
繰り返し、しっかりと
考えられるよう配慮さ
れている。 
・１年「錦織圭」２年
「野口英世」３年「ナ
イチンゲール」４年「
吉田沙保里」など様々
な分野の今を生きてい
る人や先人から生き方
を学ばせることは、世
界に挑戦しようとする
意志を育む島根の教育
につながる。 

・全学年の最終ページ
に他の教科等との関連
が示されている。 
・１年「ないちゃった
」４年「友達が泣いて
いる」では、自分たち
の生活の中であり得る
ことをもとにして、実
生活とつなげて考える
ことができる。 

・巻頭に自分を見つ
けるページ、巻末に
一年間の学びを振
り返るページがあ
り、一冊で一年間の
自分の成長を感じ
られるよう工夫さ
れている。 

・教材文の続きに「つ
なげよう」「広げよう
」「深めよう」「やっ
てみよう」のページが
あり、自分自身のこと
としてとらえさせた
り多面的に考えさせ、
考える視点を増やし
たりできるように工
夫されている。 
・いじめ関連の資料が
各学年５～８点あり、
繰り返し、しっかりと
考えられるよう配慮
されている。 
 

Ｈ 
 

・本文後の「学習の道
すじ」には、本時のめ
あてが示され、見通し
をもって学習し、児童
が主体的に学べるよう
工夫されている。 

・全学年共通の重点項
目として「善悪の判断
、自律、自由と責任」
「親切、思いやり」「
生命の尊さ」の三つを
設定し、各三時間（３
教材）を配当している
。さらに、低中高学年
別にも発達段階に応じ
た重点項目を設けて指
導の充実を図っている
。 
（低）「節度、節制」 
   「規律の尊重」 
（中）「規律の尊重」 
（高）「伝統と文化の
尊重、国や郷土を愛す
る態度」 

・４年「真心を伝える
コミュニケーション」
「一枚の写真から」 
などのように、読み物
教材だけでなく、写真
や会話の様子を表した
絵などを教材として扱
い、ねらいとする価値
について、考え、議論
する学習によって考え
を深めさせるよう工夫
されている。 

・読み物教材では、問
題解決場面である結末
まであえて載せないこ
とによって、児童が問
題を見つけて主体的に
話し合ったり自分事と
して捉えたりできる「
問題解決的な学習を促
す教材」を数多く掲載
している。（各学年９
～１８教材） 

・１～３年の道徳ノー
トには、めあてカレン
ダーが載っており、実
生活の中で気を付けた
いことを自分で継続的
にチェックしながら体
験的に取り組めるよう
工夫されている。 

・道徳ノートの構成
が簡潔で、授業展開
に応じて柔軟に活
用できるように工
夫されており、言語
活動をより充実さ
せることができる。
また、内容項目ごと
に見開き２ページ
で構成されている
ので、児童が同内容
項目における既習
の学習内容を振り
返りながら、一層考
えを深めたり新た
な気づきが生まれ
たりすることが感
じやすくなってい
る。 

・読み物教材では、課
題解決場面である結
末まであえて載せな
いことによって、児童
が課題を見つけて主
体的に話し合ったり
自分事として捉えた
りできるよう工夫さ
れている。 


